











































































































































問 題 提 起
税 の 集 め 方
税 の 使 い 方
考 察
図１．授業実践の全体像 図２．税負担の具体（累進課税）
写真１．検討会の様子
－４５－
社会科における租税についての授業の構想と展開　－－外部機関との連携を通して－－
「公平」な負担を考えなければならないことに気づかせ
るために，自身のグループの収入からの判断と他のグ
ループの偵察を踏まえた判断の２回によって金額を決め
させる。  （前田　理拓・井上　奈穂）
⑵　税の使い方ゲームについて
　税の使い方ゲームは，国民の一人または一世帯の視点
から集めた税の使い方を考えるプロセスを通して，財政
民主主義（国家が財政を動かす際には国民の代表から構
成される議会の議決が必要であるとする考え方４））の考
え方に気づかせることが目的となっている。
　参考としたのは，「税の役割」についてのシナリオ例で
ある。ここでは，「例えば，国などが次のような施設など
をみんなから集めた税金でつくってくれなかったら，ど
ういうことが起きるでしょうか？（p.８６）」と問い，火事
になったのに消防車が来ない，道路が穴だらけになって
しまうなどに気づかせる内容となっている５）。「税の使い
方ゲーム」についても，関連する教材について橋本氏に
解説いただいた。小学校，中学校で租税教室を行う際，
公共施設等の写真を提示し，「税を使っている／使ってい
ない」を判断する活動を取り入れていることや，「公的な」
施設であっても，すべて税によってつくられているとは
言えない場合もあるため，確認が必要であることを指摘
された。
　橋本氏の解説を踏まえ，架空であっても実践を行う地
域も即した政策／施設を設定すること，また，地域の実
態に合わせた数字を踏まえた予算配分を行うことを確認
した。
　今回は，小学校第６学年と中学校第２学年を対象とし
た２つの飛び込み授業での実践を想定していたため，そ
れぞれの地域や発達段階を考慮した。表１は，それぞれ
の設定である。なお，作業課題について，個人で考える
活動を踏まえ，グループで考えさせることを通して，多
面的・多角的に政策・施設について考えることができる
ように設定している。また，小学校の実践では計算が煩
雑にならないよう，投票形式に設定することにした。
（桧下　知夏・井上　奈穂） 
Ⅲ．小単元「国民の生活と政府の役割」の場合
１．単元の概要
　社会科の中で，税に関する内容が取り上げられるのは，
小学校の第６学年政治学習，中学校の公民的分野で行わ
れる。本単元は，税についての理解を深めることをねら
いとしており，租税と財政の関係を捉えさせる授業とし
て構成されている。つまり，児童／生徒に，「税の負担
者」としての立場に立たせ，税金の使い道や配分の在り
方の選択・判断する活動を通して，税についての理解と
関心を深めることで納税者としての自覚を養うことをね
らいとしている。小学校，中学校のそれぞれの段階で行
うことが想定されている。つまり，平成２９年に告示さ
れた学習指導要領に準拠すれば，小学校では，第６学年
社会科編の内容「⑴　我が国の政治の働き」の「ア．国
民生活と地方公共団体や国の政治の働き」に位置づき，
また，中学校では，公民的分野の内容「Ｂ．私たちと経
済」の「⑵　国民の生活と政府の役割」に位置づいてい
る。
２．単元の構想
〇小単元名　「国民の生活と政府の役割」
〇日　　時　⑴　中学校
　令和元年１２月１９日㈫徳島県内のＢ中学校１０名
　　　　　　⑵　小学校
　令和２年１月２８日㈫徳島県内のＡ小学校３２名
〇単元目標
・税の集め方・使い方の仕組み及び背景にある財政民主
主義という考え方や税と私たちの生活の関係を理解し
ている（知識・理解）。
・よりよい税の集め方・使い方について，判断・構想し，
自分なりの考えを表現している。（思考・判断・表現）
（川岡　杏子）
〇授業計画
⑴　第１次
〇第１次の目標
・税の集め方を「平等」「公平」という視点から考察し，
税の集め方の仕組み及び背景にある財政民主主義につ
いて理解している。
・よりよい税の集め方について，判断・構想し，自分な
りの考えを表現している。
〇第１次の流れ
表１　「税の使い方」ゲームの設定
中学校第２学年対象小学校第６学年対象
もしも，徳島県議会の議員
だったら，予算の範囲内でど
んなことをしたいですか？
みんなが住みやすい街にす
るためにはどんな施設が必
要だろうか？
作業課題
徳島県（都道府県レベル）美馬市（市町村レベル）対象地域
100億円—金額設定
産業・社会保障・交通・教
育・災害対策
①学校　②警察署　③公園　④ゴ
ミ処理施設　⑤消防署　⑥図書
館　⑦公立病院　⑧公立遊園地　
⑨老人ホーム（公立）
政策／施設
（筆者作成）
教師の支援児童／生徒の活動
・パワーポイントを使用し，話題
を提示し，税に対する関心を持
たせる。
・消費税率や世界の税についての
クイズを通して，税と生活との
かかわりに興味・関心を持たせ，
本時のめあてを提示する。
１　「税」に関わる話題を通して，
身近な生活と「税」とのかかわ
りを踏まえ，本時のめあてを確
認する。
⑴　２０１９年１０月消費税率増税
⑵　世界の税金についてのクイズ
－４６－
藤井　　時，川岡　杏子，笹岡　綾馬，桧下　知夏，前田　理拓，高倉　健輔，伊達　知美，高平　知侃，井上　奈穂，伊藤　直之，青葉　暢子，麻生　多聞
　第１次では，「税金を払ったことがあるか？払ったので
あれば，どこで払ったのか？」，「消費税が始まったのは
いつか？」と問い，身近な消費税から，税は自分たちの
生活に身近なものであることに気づかせる。次に，そも
そも「税」の始まりについて話題を移し，日本だけでな
く世界中に様々な税があることをクイズ形式で確認し，
本単元で扱う「税」と自分たちの生活についての興味・
関心を高める。その上で，この時間は，税の集め方につ
いて勉強するために，「集め方ゲーム」を行うことを提案
し，実施する。 （笹岡　綾馬）
⑵　第２次
〇第２次の目標
・予算配分について考える活動を通して，予算を決める
仕組みや背景にある財政民主主義についての考え方を
理解している。
・よりよい税の使い方について，判断・構想し，自分な
りの考えを表現している。
〇第２次の流れ
　第２次では，身の回りにある「税」によって行われて
いる政策／施設に着目させ，税が「みんなのもの／こと」
を作ったり，行ったりするために使われているのかを，
クイズを通して確認する。次に，第２次では税の「使い
方ゲーム」を行うことを提案し，実施する。
　「使い方ゲーム」の振り返りとして，各グループが選択
した政策／施設について全体で共有し，それぞれがどん
な社会を目指しているのかについて確認する。最後に，
税の「使い方」には正解があるわけではないこと，主権
者である自分たちで考え，意見を表明し，決定すること
が大切であることをまとめとして示す。（高倉　健輔）
３．授業の実際
　授業実践は，中学校と小学校で行った。どちらも，税
の学習を前提としない「飛び込み授業」となっている。
なお，中学校での実践では１０名の生徒が参加したため，
３班に分けて行った。小学校は３２名８班に分けて行った。
以下，それぞれの授業の実際である。
⑴　中学校の場合
①　第１次
　生徒に対して税を払った経験があるかどうかを生徒に
尋ねた。実際，生徒のほとんどが買い物の際に消費税を
払ったことがあった。また，消費税率の引き上げの話題
から消費税や世界の歴史上の特異な税について触れた。
これらの活動を通して，税についての興味関心を喚起し，
本時のめあて「税はどのように集められ，私たちの生活
とどう関わっているのだろうか」を提示した。
　まず，問題１である。「県営球場の改装工事のために
１,５００万円が必要です」と示し，改装工事のために，各
班がいくら出すかを話し合わせた。問題１では，各班に
割り当てられた金額は一律１,０００万円であり，条件は同
じとした。
　話し合いを通して，５００万円ずつ拠出するのが適切で
・各班でいくらずつ出せばよいの
かについて考えさせる。
・⑴では，Ａ〜Ｃを同じ設定，割
り切れる数字を示し，「平等」の
観点から各グループの負担を考
えるように支援する。
・もし不平等な意見が出た場合は，
「平等」という点に着目するよう
支援する。
・⑵では，Ａ〜Ｃを異なる設定に
し，「平等」の観点から考えるこ
とができないことに気づくよう，
支援する。
・発表では，金額のみを発表させ，
想定した金額に達しないことを
確認させ，各班の違いについて
疑問をもたせる。
・各班から偵察隊を派遣し状況を
調べさせる。
・「平等」だけでなく，「公正」に
着目しないと解決できないこと
に気づくよう，支援する。
・「平等」の考えに基づく税の例や
「公平」の考えに基づく税の例，
集め方と選挙・政治との関わり
について説明する。 
・本時の内容を自分の言葉でまと
めるよう，指示する。
２．税の集め方についてのゲーム
を行う。
⑴　問題１：設定が同じ
　①　グループでの話し合い
　②　発表を通して，それぞれの
判断を共有し，「平等」の観点
から，「税の集め方」を考える
ことができることを確認する。
⑵　問題２：設定が異なる
　①　グループでの話し合い
　②　発表・偵察
　③　①②の活動を通して，それ
ぞれの判断を共有し，「公平」
の観点から，「税の集め方」を
考えることができることを確
認する。
３．税の集め方は，「平等」と「公
平」の２つの考え方に基づいて
いること，「集め方」についての
判断は，選挙を通して行われる
ことを確認する。
４．本時のまとめを行う。
税はどのように集められ，私たちの生活とどう関わっているのだろうか。
教師の支援児童／生徒の活動
・前時の授業内容を振り返り，税
の「使い方」に着目するよう，
支援し，本時のめあてを確認す
る。
・個人で考えた後，各班で内容を
共有する。
・各項目に明確に分類することは
できないことを伝える。
１　税は誰がどのように使い方を
決めているのか，どのような使
われ方をしているのか，徳島県
を事例として示し，本時のめあ
てを確認する。
２　予算を使ってどんな徳島県に
したいか考える。
税はどのように使われ，私たちの生活とどう関わっているのだろうか。
・児童の意見を取り上げ，分類す
る。
・参考資料として他県の事業例を
手元に準備し，机間指導の際適
宜助言する。
・理由，根拠，目的を徳島県のこ
とを考えて発表するよう指導す
る。
・どの班の予算配分が正解とか不
正解とかを決めたわけではない
ことを伝える。
・２時間の内容をもとに考えたこ
となどを書くように指示する。
・税金の使い方，集め方の授業を
ふまえて税金とどのように関
わっていくのか記述するよう支
援する。
３　２で考えた徳島県を実現する
ためにはどの項目に予算を使え
ばについて考え，選択する。
４　仮に，１００億円を徳島県のた
めに使えるとしたらどのように
配分するかについて考える。
　⑴　各グループで円グラフにま
とめる。
　⑵　発表し，全体で共有する。
　⑶　それぞれの班の発表を聞い
て，最も徳島県のことを考え
てつくられている班を決定す
る。
５　本時のまとめする。
　⑴　本時のまとめを行う。
　⑵　単元全体のまとめを行う。
－４７－
社会科における租税についての授業の構想と展開　－－外部機関との連携を通して－－
あると３班とも判断していた。その理由としては，「同じ
負担にするべきだから」，「公平に税は納めるべきだから」，
「能力に応じた負担をするべきだから」といった理由で
あった。このことから，それぞれの班が平等な考えに基
づいた集め方を構想したといえる。
　次に，問題２である。問題２では，割り当てられた金
額が班によって異なり，A班は，２００万円，B班は８００
万円，C班２００万円と設定し，他のグループの状況は分
からないようにし，負担金額を構想させた。その後，金
額のみ発表させ，合計金額は９１０万円となり，１,５００万
円に及ばないことを確認した。次に，他の班への偵察を
許可し，全体の情報取集を行わせた（パワポ１）。
　この偵察隊が持ち帰った情報をもとに，各班で再度納
める金額について検討させた。偵察で得られた情報をも
とに，自らが負担金と，他の班に求める負担金について
白熱した議論が見られた。話し合いを受けて，検討した
負担金とその理由について発表させた。「残額が等しくな
るような方法」「負担具合のバランス」，「収入が高い班に
全額納めさせる」のように，どの班も公平性を考えた金
額を提案していた。
　この「集め方ゲーム」を「税の集め方」における「平
等」と「公平」の観点から振り返り，実際の「税金の集
め方」は，偉い人が勝手に決めているのではなく，選挙
で選ばれた議員による話し合いによって決められると授
業全体をまとめた。
　本授業の反省としては，偵察後の活動に想定以上の時
間がかかり，振り返りの時間が十分に取れなかったこと
が挙げられる。　　　　　　　　　　　　（高平　知侃）
②　第２次
　前次の「税の集め方ゲーム」を振り返り，本時のめあ
て「税はどのように使われ，私たちの生活とどう関わっ
ているのだろうか」を提示し，第２次のワークシートを
配布した。
　まず，「税の使い方」では，選挙で選ばれた議員による
話し合いで決められていることを確認した。次に，「どん
な徳島にしたいと思いますか？」，「徳島県の議員だった
ら，５つの項目（産業，社会保障，教育，交通，災害対
策）からどの項目に予算を配分しますか？」について考
えさせた。
　次に，選んだ項目について，「１００億円をどの項目に配
分するかかんがえてみよう！」と提示（パワポ２）し，
円グラフで表現するよう指示した。
　最後にグループで出した案と項目決めから１００億円の
予算配分を行う課題に取り組んだ。
　班ごとに特徴的な予算編成を組んでおり，将来の徳島
県を考えている未来志向の意見が多かった。また，全般
として，生徒自身が十分に考えた予算編成となっていた
といえる。しかし，授業中，お金の配分をする際，１００
億円と具体的な政策の関連をイメージすることが難しい
という意見があった。金額に対する具体的なイメージが
つかめるような追加の資料等が必要だといえる。
（藤井　時）
⑵　小学校の場合
①　第１次
　導入では，児童に対し，税についての興味・関心を喚
起するために，「ひげ税」，「窓税」，「消費税」の中で実際
にあった税はどれかという税についてのクイズを出した。
多くの児童が自身の買い物等の経験から，消費税に手を
挙げたが，どれも過去から現在に存在した実際の税であ
ることを示し，ワークシート（ワーク①）を配布した。
　「税の集め方ゲーム」では，「体育館に冷暖房を設置す
るために４００万円が必要です」と提示し，８班の負担の
パターン１を２つ示した（パワポ３）。このうち，＜１＞
パワポ１．偵察隊の指示 パワポ２．予算配分
パワポ３．「平等」と「公正」の集め方
－４８－
藤井　　時，川岡　杏子，笹岡　綾馬，桧下　知夏，前田　理拓，高倉　健輔，伊達　知美，高平　知侃，井上　奈穂，伊藤　直之，青葉　暢子，麻生　多聞
は，平等な考え方に基づく集め方である。次に＜２＞は
公平の考え方に基づく集め方である。最初の問いでは，
全ての班が＜１＞を選択した。次に，班の所持金を変え
て同じ問いを投げかけた。１班が２０万円，２班が４０万
円，３班が６０万円，４班が１００万円，５班が１８０万円，
６班が３００万円，７班が４００万円，８班が５００万円であ
る。
　班での話し合いの結果，収入の低い班（１班２０万円
〜３班６０万円）は＜２＞を選択していた。理由として
は＜１＞を選んでしまうと生活ができなくなることをあ
げていた。一方，収入が高い班（４班１００万円〜８班
５００万円）は５班を除いては＜１＞を選択していた。理
由としては，皆が同じ金額納めた方が平等であることを
あげていた。収入が１８０万円あるにも関わらず＜２＞を
選択していた５班の理由は，各班の収入が違うのに同じ
金額を払うのは不平等だからとしていた。５班の理由は，
「公正」についての問題提起といえる。各班の発表後に，
「選択肢を変えたい班はいませんか？」と投げかけた。結
果としては，動く班はいなかったが，児童は懸命にどの
集め方をすればいいのかを考えていた。もう少し時間を
とって考察させれば，判断を変える生徒もいたかもしれ
ないが，その時間を取れなかったため，どうしたら平等
で公正なのかについて，考えていくことが重要だと伝え
た。
　振り返りとして，税の集め方と選挙との関わりに触れ
た。まとめとして，
　・税金の集め方は，選挙で選ばれた議員によって決め
られている。
　・議員を選んでいるのは私たちであることを説明した。
　その後，児童に感想を聞いたところ，「税は考えれば考
えるほど奥が深くて興味深い」という発言があった。児
童の発言時間を十分に確保できなかったことや，教師の
まとめるタイミングの速さから児童の発言数が減ってし
まったことなど課題はあったが，院生全員が試行錯誤し
た結果が，十二分に発揮されたと考えられる。
（前田　理拓）
②　第２次
　導入では，「税の集め方ゲーム」では，平等で公正な税
の集め方について学習し
たことを振り返り，「税金
or NOT税金クイズ」を
行った。クイズでは，児
童にとって身近に存在す
る施設（地域交流セン
ター「ミライズ」，うだ
つアリーナ，セブンイレ
ブン，美馬市ごみ収集所）
を提示し，身の回りにある公共施設や公共サービスの写
真とともに，その目的や意義を確認した。その後，ワー
クシート（ワーク②）を配布した。
　児童たちは，写真を見て自分たちの生活に身近なとこ
ろに税金が使われていることやそれらの目的や意義を理
解している様子であった。
　展開では，「税の集め方ゲーム」に取り組んだ。まず，
「みんなが住みやすい町をつくるために必要な施設を３
つ選んでみよう」では，既存の町の状況に左右されない
ように，現在の街がつくられる前の時代から来たという
者を登場させ，「街づくりを手伝ってほしい」という児童
に呼びかけを行った。
　このような場を設定したうえで，個人，そして，班で
検討させた。意見がほとんど一致してスムーズに決まる
班もあれば，意見が割れて決まらず最終的には多数決を
とった班もあった。
　これらの活動の後，班での活動の結果を黒板に提示さ
せた６）。最も多かった項目は「公立病院」，次に「ゴミ処
理施設」，その次が「消防署」「警察署」であった。「公立
病院」については「病気になったときに困るから」，「ゴ
ミ処理施設」については「ゴミをきれいにしてくれる人
がいないと困るから」など，それぞれの公共施設・サー
ビスの役割をふまえた理由が述べられた。また，班とし
ては１票も入らなかった「公立遊園地」と「老人ホーム（公
立）」について，個人で選んだ児童に理由を聞くと，「遊
園地があったら生活が楽しくなり住みよい暮らしができ
るから」といった税の意義をふまえた回答や，「一人で生
活できないお年寄りの世話をするために必要だと思った
から」という地域の高齢者のことまで考えた回答が得ら
れた。児童たちは，他の班や児童の意見をしっかりと聞
写真２．議論の様子
写真３．課題の提示の様子
写真４．発表の様子
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き，選ぶことの難しさや公共施設・サービスや税金の意
義について理解している様子であった。　
　本次の実践を終えての課題は「住みやすい街をつくろ
う」という設定について最終的な結末まで示せなかった
ことである。また，それぞれの班の選択について，意見
交換する場を設定することで，より深い追究につながっ
たと推察される。  （桧下　知夏）
Ⅳ．授業実践の振り返り
１．学習成果に見る児童の到達度７）
⑴　ルーブリックの作成
　授業を受けた児童３２人の学習成果の目標に対する到
達度の評価を行い，授業実践の振り返りとした。取り上
げた学習成果は，「２時間を通じてのふりかえり」のワー
クシートの記述である。まず，目標を踏まえ，評価規準
を次のように設定した。
①回答している：
　表現したものがないと，学習成果を見てとることはで
きない。そのため，本授業の前提として必要であるとい
う判断から設定した。また，記述の内容が授業の意図と
異なる場合もここに位置づく。
②使い方・集め方に関する記述がある：
　税の「集め方」と「使い方」の２つの側面を取り上げ
ることで，本授業の目標である「税と私たちの生活との
関連」が表現できるため，この規準を設定した。
③具体的な例がある：
　実際の生活に即した理解のためには，「使い方」，「集め
方」についての具体例（生活体験に根差した例や授業で
扱った例）が必要となるため，この規準を設定した。
④今後の展望がある：
　単に「使い方」，「集め方」を併記するのではなく，こ
れらを総合する視点が必要である。本実践では，その視
点を「納税者としての今後の社会についての展望」と設
定することとしたため，この規準を設定した。
　これら４つを規準とし，実際のワークシートの記述と
照らし合わせながら確定した評価規準表と，それぞれの
基準に位置づく生徒の記述の実際（代表例）である８）。
⑵　基準となる作品例９）
　以下は評価５〜１の代表的な作品例と判断理由の説明
である。
評価５：自分たちの生活と税について等の具体例と将来
への展望について記述もあり，税金の使い方と
集め方両方に関しても踏まえられている。
評価４：税金の使い方と集め方両方に関しても踏まえら
れているが，将来への展望については記述が欠
けている。
評価３：税金の使い方と集め方に関しての記述はあるが，
自分たちの生活と税についての具体的記述と将
来への展望に関する記述が欠けている。
評価２：記入はあるが，税金の使い方と集め方両方に関
して踏まえられておらず，自分たちの生活と税
について等の具体例と将来への展望についての
記述がない。
評価１：規準①には当てはまらないが，規準②③④から
ここに位置づいている。
　　　　記入はあるが，税についての感想にとどまって
いる。自分たちの生活と税について等の具体例
と将来への展望についての記述がない。
表２．学習到達度の評価のための評価規準表
④今後の展
望がある
③具体的な例があ
る
②使い方・集め方に
関する記述がある
①回答して
いる
将来への展
望を記述し
ている。
〇〇〇評価５
×
自分たちの生活と
税についての具体
的な記述をしてい
る。
〇〇評価４
××
集め方・使い方の２
時間の内容に関する
記述をしている。
〇評価３
××
集め方・使い方のど
ちらかに関する記述
をしている。
〇評価２
×××回答なし評価１
（筆者作成）
評価５の作品
評価４の作品
評価３の作品
評価２の作品
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⑶　到達の割合
　図３は，それぞれの段階に位置づいた児童の割合を示
したものである。児童３２名中，評価１は１３％（４名），
評価２は１９％（６名），評価３は５６％（１８名），評価４
は９％（３名），評価５は３％（１名）であった。
２．学習成果についての考察
　税金の集め方，使い方について理解していると考えら
れる児童の割合（評価３〜５に位置づく作品）は，８８％
であった。よって，目標である「税の集め方・使い方の
仕組み及び背景にある財政民主主義という考え方や税と
私たちの生活の関係を理解している」について，概ね理
解していると思われる。また，これらの中で，税金の集
め方，使い方のどちらについても，具体的な例を示した
児童は，３２％を占めており，「税の集め方・使い方」の
ように言葉で理解しているのではなく，生活に即した具
体例として税についての理解を深めた児童がいることが
指摘できる。なお，将来への展望について明確に示して
いる児童は，１名しか見られなかったが，展望まではい
かなくとも，感想（税金は必要だと思いました（評価４），
税金は本当に必要だと思いました（評価３））として，税
の重要性を指摘している児童が見られた。このことから，
展望とまではいかなくとも，将来的な納税者としての自
覚が芽生えた児童が一定程度（評価５以外で，１９名）い
ることが伺えた。
　以上の分析から，本授業の目標はおおむね達成できた
といえる。  （笹岡　綾馬）
Ⅴ．本研究の成果と課題
　本研究では，税理士による専門的な知見とアドバイス
を踏まえた授業開発・実践を通して，納税者としての態
度の育成につながる外部機関との連携の在り方について
考えてきた。本研究の成果は以下の３点である。
　１点目は，税理士による専門的な知見とアドバイスを
取り入れたことにより，教材に現実味が増したという点
である。「税の集め方ゲーム」のおける金額の設定や「税
の使い方ゲーム」の施設／政策の選択に当たり，制度運
用のレベルからのアドバイスをいただけた。単に発達段
階を考慮した金額より，現実味が増し，今回の授業を受
けた児童・生徒及び授業開発を行った院生にとっても，
実社会を垣間見ることにつながったといえる。
　２点目は，日本税理士会連合会租税教育推進部『租税
教育—講義用テキスト（２０１９年改訂版）—』のシナリ
オ例を授業の目的に合わせて抽出し，実践化した点であ
る。通常，租税についての授業は，税理士などの学校と
は異なる仕事についている方が行うことが多い。そのた
め，児童・生徒の発達段階や通常行われる教科の学習と
関連付けが難しいという問題があった。今回は，児童・
生徒理解，教科理解を行っている大学院生がこれまで学
んだ内容をもとにこのシナリオ例を「追試」し，翻案を
作ることで，児童・生徒の状況を踏まえた実践が可能と
なった。この取り組みは，外部機関との連携の新たな一
例ととらえることができよう。
　３点目は，税の「集め方」，「使い方」の２つのゲーム
を通して，児童・生徒に体験的に税の多面性について理
解させることができた点である。ゲームと学習活動の構
造化により，単元全体に「税」という面から一貫性のあ
る授業実践を行うことができた。
　本研究における課題の１つに，専門家との連携の時期
が挙げられる。小学校の実践を行った１月末は，確定申
告が始まる時期であり，四国税理士会の方にはかなりの
無理をお願いする結果となった。一方，この時期は，学
校からすると，最も外部機関からの出前授業を受け入れ
やすい時期である。しかし，この時期の設定は学校行事
等の関係からのものであり，教育課程とはまた別のもの
である。本来なら，教育課程の中で最も適切な時期に行
うべきであるが，現実的ではなく，いつでも実践できる
ような「飛び込み授業」の開発とならざるを得なかった。
より学校や専門家に負担をかけることなく，教育課程の
中に位置づけられるような授業開発の方法，外部機関と
の連携，授業の手立てを考える必要がある。
　以上の課題はあったものの，一定の成果は見られた。
これを踏まえ，今後もよりよい授業開発・実践を行って
いきたい。 （井上　奈穂）
◎謝辞
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①学校 １班，４班，５班
②警察署 ２班，３班，６班，７班
③公園
④ゴミ処理施設 ２班，４班，８班
⑤消防署 １班，３班，５班，６班，
７班，８班
⑥図書館
⑦公立病院 １班，２班，３班，４班，
５班，６班，７班，８班
⑧公立遊園地
⑨老人ホーム（公立）
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の実践の対象が１０名と少なかったため，小学校での実
践のみ行った。
８）評価１に位置づく作品については，「回答なし」だけ
でなく，②の規準に満たないものも入っている。規準
①から④を判断する際，段階がずれた場合は，低い方
の基準を採用している。
９）代表例となる児童のワークシートの記述を抜き出し
たものである。なお，それぞれは以下のような記述に
なっている。
　〇評価５　税で色々な公共施設が建てられていたなん
＜授業資料（小学校での実践）＞
〇第１次のワークシート（ワーク①）
〇第２次のワークシート（ワーク②）
て知らなかった。町には，学校や病院，ゴミ処理施
設など，税を使われていることがたくさんあるんだ
なと思った。全部大切だと思うけど，税を考えて使
うことも大切と思った。
　〇評価４　やっぱり税金がなければ，教育や生活や健
康スポーツまちづくりが出来ないから税金があって
出来るのでやっぱり税金がなければよりよい町はつ
くれないし支えてあげることが出来ないのでやっぱ
り税金は必要だと思いました。
　〇評価３　公共施設は，いっぱいあって，３つで選ぶ
ことはできないと思いました。税金があることでい
まのような楽しい生活があるのだと思いました。選
挙で議員を選んだのは，選挙で，ふだをあげれる国
民なので，税金の集め方をさしずすることはできな
いと思う。
　〇評価２　税金は，いろんな人のためにあるというこ
とがよくわかりました。
　　税金のつかいみちは，みんながなっとくするような
ことをするためにあるということもわかり，税は，
ふかいなと思いました。
　〇評価１　私は，税が１０％になっていやだなと思って
いましたが，税はいろんなことに使われているんだ
なと思いました。
